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東北大学の歴史と「実学尊重」














































フランスでは試験研究所が 1901 年にイギリスでは国立物理学研究所が 1902年に設置された。東
北大学では臨時理化学研究所第二部（1916）、鉄鋼研究所（1919）、金属材料研究所（1922）とい
う形で研究組織を進化させた。海外の学術動向に東北大が積極的に対応しようとしていたことが
知れる。
ところで、第 2代工学部長を務めた宮城音五郎の回顧によると工学部が設置された当時（1919）
には「工学を工業の敵」とする社会的評価があったという。これは生産は外国の摸倣で行えばよ
く、工学研究は資金や時間がかかる分だけ損だという意味だと見なせる。工学ですらこのように
見られていたのだから、創設期の東北大で「実学」が実用の学であったとは見なしがたいところ
がある。本多光太郎は 1924年に「本邦人は一般に理論的事項を実際のことに迂遠であるとして
之を著しく軽視する傾向」があり、これは模倣時代を過ぎた日本の工業のために憂うべき傾向で
ある、そして「独創的考案は一貫したる理論を能く理解し、是に基いて考慮を廻らすを尤も捷径
とする」と述べたことがある。創設期の教官たちは実用以前の研究の意義そのものを説くことに
苦心していたのである。
東北大学では 1922年に法文学部が設置されたが、初代法文学部長であった佐藤丑次郎は「今
迄とはまるで違った」学部であることを目指した。先にも述べたように実学には形骸化・形式化
に批判的な学問という意味がある。高橋里美は「東大何ものぞ京大何ものぞ」という意気があっ
たと証言している。林竹二は「因習を一擲し全く学問的な実力のみに着目した人選を断行」し、
経歴よりも実力を問い帝国大学出身ではない教員を採用したことを評価している。先行者と異な
ることで学生の魅力を作ろうとしていたのである。
以上のように、成果のない先行者は「腐儒」と見なされており（長岡半太郎）、「腐儒」に実学
が対抗したという歴史的経緯があった。また一見すると実際とは迂遠な学が実用のために必要だ
と言われていたし（本多光太郎）、東大・京大何ものぞ、と先行学問に対抗する姿勢も見られた（高
橋里美）。経歴よりも実力に着目した人事が評価されもした（林竹二）。金属材料研究所の設置の
ような研究の国際的動向に対応する動きも見られた。したがって、東北大創設期の「実学」は先
行するものに対抗したり、新たなものを進取したりする学門的姿勢を意味していたと見なすこと
ができる。
東北大で教養部改革期に教養部長を務めた渡部治雄は東大教養学部では「科学史・科学哲学、
文化人類学、社会思想史、国際関係論、諸地域に関する総合的なエイリア・スタディーという、
これまで日本では未開拓であった新しい学問が創造された」と評した。だが、東北大ではそのよ
うな取り組みがなされず、「芸術（絵画や音楽）、宗教、統計学、科学史」「朝鮮語やスペイン語」
の専任教官を採用する努力も東北大ではなかったと証言している。裏を返せば他とは異なる学を
担うという東北帝大成立時や法文学部成立時と同様の課題が国際文化研究科の成立時にもあった
ということになる。これら科学史、文化人類学、国際関係論、エイリア・スタディーなどの分野
で 20年間でどれほどの成果があげられたかが検証されなければならない。東北大学大学院国際
文化研究科では東北大創設期の実学の意味を再確認し、いわゆる「グローバル化」といった学術
の国際的動向に対応しつつ、国際文化研究の今後を模索することが、現在必要なのではないだろ
うか。
